
 

 

 

 

 

 

 令和７年度（2025年度）第２回公立高等学校配置計画

地域別検討協議会における主な意見及び道教委の考え方
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●対面・オンライン（Zoom）の併用開催とした学区

●オンライン（Zoom）開催とした学区

オホーツク西

オホーツク中 14時00分 ～ 15時30分

10時00分 ～ 11時30分

根室 10時00分 ～ 11時30分

7月22日(火)

8月7日(木)

8月27日(水)

留萌

上川北 10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

オホーツク東

宗谷 10時00分 ～ 11時30分

14時00分 ～ 15時30分

7月23日(水)

7月14日(月)

7月24日(木)

7月28日(月)

10時00分 ～ 11時30分

7月16日(水)

7月23日(水)

胆振西

石狩 13時00分 ～ 14時30分

10時00分 ～ 11時30分

檜山

日高 14時00分 ～ 15時30分

10時00分 ～ 11時30分

7月31日(木)

7月28日(月)

7月25日(金)

7月29日(火)

十勝 10時00分 ～ 11時30分 十勝合同庁舎　４ＡＢ会議室

渡島 8月27日(水)

7月24日(木)

上川南 10時00分 ～ 11時30分 上川合同庁舎　２階204号会議室7月14日(月)

13時30分 ～ 14時30分

空知南

釧路 10時00分 ～ 11時30分 釧路市生涯学習センター

学区 開催日 開催時間

胆振東 14時00分 ～ 15時30分 苫小牧市文化交流センター

後志 14時30分 ～ 16時00分 後志合同庁舎　２階講堂7月28日(月)

7月29日(火)

空知北 10時00分 ～ 11時30分 砂川市地域交流センターゆう

令和７年度（2025年度）第２回公立高等学校配置計画地域別検討協議会開催日程一覧

　・ 配置計画案において、令和10年度に定員調整を示した高校が所在する学区及び令和８～10年度に再編整備

学区 開催日 開催時間 開催場所

   を予定している高校が所在する学区は、対面・オンラインの併用開催とし、その他の学区はオンラインで開催

7月18日(金)

　沖地震に伴う津波警報等の影響により、開催日を延期してオンラインにより実施

 　　ただし、渡島・オホーツク西・根室学区については、当初予定していた開催(前)日に発生したカムチャツカ半島



参加者数一覧

小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校

空知南 12 6 9 11 26 0 1 1 2 2 42 6 3 51 13

空知北 14 8 13 8 29 0 1 3 4 2 49 6 3 58 20

石狩 9 1 13 38 52 4 6 5 15 0 76 3 0 79 14

後志 22 18 20 18 56 6 9 7 22 2 102 3 1 106 23

胆振西 6 6 5 12 23 2 2 1 5 2 36 0 0 36 13

胆振東 5 2 5 14 21 0 1 1 2 1 29 3 0 32 11

日高 7 6 7 7 20 3 1 3 7 0 34 1 0 35 15

渡島 10 7 6 23 36 1 1 3 5 1 52 10 2 64 16

檜山 8 5 5 4 14 1 1 2 4 0 26 2 1 29 4

上川南 18 11 12 25 48 0 1 3 4 1 71 2 1 74 24

上川北 12 6 8 7 21 2 0 0 2 0 35 0 0 35 16

留萌 25 6 8 5 19 1 1 4 6 1 51 1 2 54 8

宗谷 9 9 10 7 26 1 2 1 4 0 39 1 4 44 18

オホー
ツク中

20 6 7 13 26 2 4 7 13 2 61 2 1 64 12

オホー
ツク東

6 1 6 5 12 0 1 3 4 1 23 1 0 24 6

オホー
ツク西

8 5 3 5 13 1 4 1 6 2 29 0 3 32 11

十勝 29 18 17 19 54 12 11 7 30 3 116 6 2 124 37

釧路 8 4 7 16 27 0 2 8 10 2 47 10 4 61 11

根室 7 4 5 6 15 1 1 2 4 2 28 1 1 30 11

合　計 235 129 166 243 538 37 50 62 149 24 946 58 28 1,032 283

会場
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主な意見及び道教委の考え方 
 

 ■ 高校教育全体の充実 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
① 都市部以外の学校は、地域と密着した活動や、地域の小・中

学校との連携が今以上に必要になると思います。 
 

 
○ 高校における教育課程の充実を図るため、市町村

や地域の関係団体のほか、小学校や中学校など他校
種との連携による地域の特性や教育資源を生かした
キャリア教育や、他校種を含めた学校間で相互に教
員を派遣して授業等を行うなどの取組を推進しま
す。 

 
○ 通学区域や通学可能圏域などの一定の圏域単位 

で、将来的に圏域内の高校が担うべき役割や高校の
魅力化、多様な学習ニーズに応える高校配置の在り
方等について協議を行い、圏域における高校の教育 
機能の維持向上を図ります。 

 
○ 地域の発展に主体的に参画できる人材を育成する

視点に立って、確かな学力や社会的・職業的自立に向
けた資質・能力を育成できるよう、地域の人材や自
然、産業などの教育資源を取り入れた教育活動を行
うなど、地域の特性を生かした活力と魅力のある高
校づくりに取り組みます。 

 
○ 各高校においても、地元市町村や企業等と連携し、

地域課題の解決等に取り組む学習活動を推進するな
ど、生徒や保護者にとっても一層魅力ある高校づく
りに努めます。 

 
 

 
② 学校間での相互補完体制を構築すべきと考えます。 

 
 
③ 近隣の高校への通学が難しい地域については、学校や教員

の配置基準を柔軟にするなどして、全ての子どもたちが等し
く高等教育を受けられるようにしてください。 
 

 
④ 地元に高校があったほうがよいと思いますし、全ての生徒

が高校で学ぶ機会がある方がよいと思いますが、ある程度競
争がある中で切磋琢

さ た く
磨した方が能力の伸長につながると思い

ます。 
ただし、広域から通学する場合、交通の便の確保だけはお願

いしたいです。 
 

 
⑤ 高校から地元を離れる生徒、高校卒業後に地元を離れる生

徒が多く存在しています。その生徒たちが就職を機に地元に
U ターンすることが少子化の歯止めにもなるかと思っていま
す。そのためにも高校と地元企業、そして地元自治体が一体と
なって奨学金等をはじめとする支援及び住居等の補助があれ
ばよいと感じています。 

また、中高連携が不可欠で、教員間及び生徒間交流を深める
ことにより、中学生にとっては魅力的な高校となります。「行
ってみたい」がスタートとなり、それをきっかけとして、高校
卒業後にどのような道があるか、大学進学等を含めた情報を
知ることが地元進学率を高めることになると考えています。 

 
 

 ■ 活力と魅力ある高校づくりの推進 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【魅力化の推進】 
① 生徒のニーズが多様化している中、できる限り学区内の高

校に進学できるよう、学区内の高校が情報共有や連携・協力し
て、特色がかぶらないよう、一つのチームとしてそれぞれの特
色を打ち出していくような取組を考えていく必要があるよう
に感じています。 
 

 
○ 生徒の多様な学習ニーズに応じて学校を選択でき

るよう、学校・学科の配置状況等を考慮し、地域の要
望も伺いながら、総合学科や単位制などの多様なタ
イプの高校づくりや地域の特性を生かした魅力ある
高校づくりに努めます。 

 
○ 地域の参画・協力を促進することは、学校運営の改

善につながるとともに、学校の魅力化や特色づくり
にも資するものと考えており、道立高校において、コ
ミュニティ・スクールの導入などを進めています。 

 
 

 
②  実際に地域の中学校・小学校・幼稚園・保育園、さらには町

内会など地域の人と触れ合うことで高校の情報発進や魅力を
伝える方法になると考えます。 
 



 

 
 

 
③ 各高校は知恵を絞って、教育活動を推進しています。また、

高校の授業料無償化が進むと、公立高校への進学率が減少す
るとも言われています。私立高校とも協議しながら、子どもた
ちの将来について考えていく必要があると思います。 
 

 
○ 地学協働で地域課題を解決し、持続可能なまちづ

くりの推進に取り組む「北海道 MA+CH プロジェク
ト」を通して、地域の担い手となることができる人材
の育成や、普通科改革や STEAM 教育等、新時代に対
応した高等学校教育の在り方を踏まえた施策に取り
組んでいます。 

 
○ 公立高校と私立高校等が協調し、地域における教

育環境の維持向上を図ることが重要と考えており、
今後とも、私立高校等の関係者と十分協議しながら、
高校配置計画の策定に努めます。 

 
○ 今後とも、学校と地域が連携を深め、情報を共有す

るとともに、協働して地域の人材を育成することが
できるよう、学校の取組を支援します。 

 

 
④ できる限り地域内に高校が存続できるために、地域産業と

コラボレーションした独自性のある総合学科を積極的に取り
入れていくことで、地元の生徒はもちろんのこと、全国から高
校に留学する子どもを募集するなど、より魅力的な高校づく
りをしていく必要があると思います。 

そのために、寮の整備や交通手段の確保、地域ボランティア
との交流の設定、高校発信の起業のノウハウの蓄積、SNS な
どを使った広報活動を支えるプロの招へいなど、様々な取組
をしていく中で、存続を図って行くことが重要だと思います。 
 

 
【具体的な取組と課題】 
⑤ 高校の特色と魅力をどのように中学生に伝えるのか。さら

に、高校卒業時にどれだけ生徒が地元に就職して定住するの
か。ということがこれからの課題だと思いました。 

大学に進学しても地元に戻って就職できる産業体制の整備
や情報発信も必要だと感じます。この取組が、管内の人口増加
につながり、未来の中学生増加にもつながるのではと感じま
した。 
 

 
○ 多様な学習ニーズに対応した教育課程の工夫・改

善に努め、地域に根ざした特色ある高校づくりに取
り組むなど、教育環境の充実を図ります。 
 

○ 市町村や地域の関係団体のほか、小学校や中学校
など、他校種との連携による地域の特性や教育資源
を生かしたキャリア教育などの取組を推進します。 

 
○ 地域と学校が連携・協働しながら社会に開かれた

教育課程を実現していくことが重要であり、学校と
いう場を核とした連携・協働の取組を通じて、自立し
た地域社会の基盤の構築・活性化を図る「学校を核と
した地域づくり」を推進し、まちに活力と魅力を生み
出し、地域創生の実現に努めます。 

 
 

 
⑥ 地元で引き続き学ぶことができる。学力が保障される。そう

いった観点から特色のある高校づくりを進めていく必要があ
るかと思います。そのためには複数の高校で連携したオンラ
イン授業、単位の認定システム、オンライン上で他地域の高校
への留学ができる制度、資格取得を可能とする等、思い切った
取組が必要と考えております。これからの公立高校の在り方
を考える上では有効なのではないかと考えました。高校進学
する際の流出を防ぎ、ここで学び続けたい、卒業後は地域に残
って働きたい・暮らしたいと思うような環境を整備する必要
があると考えます。 
 

 
⑦ 「高校は地方創生の核」「地域の存続にも関わる」という点

に留意しながら丁寧に検討されていることが伝わりました。
引き続き、様々な声に配慮しつつ、適切な配置計画を策定して
ください。 
 

 
【広報・周知】 
⑧ 各高校の取組・実践の報告を聞き、各高校においては、特色

化・魅力化を進めるため、丁寧に取組を進めていることが理解
できました。生徒に進路選択をさせる場合には、中学校がもっ
と各高校の取組を理解し、しっかりと生徒に情報を与えた上
で、進路選択ができるようにする環境を整える必要があると
感じました。 
 

 
○ 中学校等に各高校の取組をしっかりと伝えること

は重要と考えており、多様なタイプの高校を紹介し
たパンフレット「わたくしの進路」を毎年度作成し、
市町村教育委員会や中学校等へ配布するとともに、
高校教育課のホームページに掲載しています。 

 
○ また、多様なタイプの高校の教育内容を紹介した

ビデオについても同じく高校教育課のホームページ
に掲載し、順次内容の更新を行っています。 

 
○ 各高校においては、地元産業や文化に触れる学習

や地域行事への参画、ＩＣＴを活用した学びに取り
組み、高校の魅力化を図っており、今後ともこうした
取組を推進します。 

 
⑨ 地元の高校の存続を目指すことは、保護者の経済的負担や

生徒の精神的な負担を考えると大変重要なことであると思わ
れますので、地域産業や文化と結び付くようなイベント参加
や探究学習といった地域と連携する教育や、オンライン授業
や ICT を活用した学習環境を整備するなど、ICT 教育の推進、 



 

 
 

地域性を生かした部活動や地域住民との交流を深めるボラン
ティア活動等を実施したらよいと思います。 

また、学校の特色などをＷＥＢ等で積極的に発信すること
も重要と思いました。 

 

○ 各高校では、ホームページや学校案内などのパン
フレットの作成・配布のほか、体験入学の機会などを
通じ、小・中学生に対して積極的に情報提供を行って
いきます。 

  また、道教委公式 note や X で、各学校の取組を紹
介しています。 

 
注：道内公立高等学校のホームページは次の URL   

を参照してください。 
http://www.hokkaido-c.ed.jp/kouritsu/index.html 
 公式 note：https://hokkaidopref-edu.note.jp 

 
 

■ 小規模校・地域連携校 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 
 
【教育環境の維持・向上】 
① 小規模校同士の連携を強化する仕組みを構築しないと小規

模校の存続は困難だと考えます。 
 

 
○ 地域の教育機能の維持向上の観点や高校が地域で

果たしている役割等を踏まえ、第１学年１学級の高
校のうち、地理的状況等から再編が困難であり、かつ
地元からの進学率が高い高校を地域連携校とし、高
等学校遠隔授業配信センターT-base からの授業配
信や、道立学校間連携などにより、教育環境の維持向
上を図っています。 

 
○ 地域連携校間での合同授業や生徒会交流など、遠隔

システムを活用した取組を行っているほか、コミュ
ニティ・スクールの導入やコンソーシアムの構築、地
域課題探究型の学習活動など、魅力ある高校づくり
に取り組んでおり、教育内容の充実に向けて、第１学
年１学級の高校に対する道単独の教職員の加配を措
置しています。 
 

 
② 今後の高校には、生徒の多様な学習ニーズに対応し、柔軟で

質の高い学びを実現することがますます求められます。その
ためには、今回説明のあったように、一つの学校だけで全てを
果たそうとしないという考え方に立ち、遠隔授業の活用や学
校間連携、地域連携等の推進に向けた、大胆な改革を含めた具
体的方策を検討して、実践していくことが必要と考えます。 
 

 
【遠隔授業等】 
③ 通信制や T-base といった仕組みを増やしていくしかない

のではないかと思いました。高校という「建物」に通うのでは
なく、自宅やサテライト校舎からでも、自分に必要な単位が取
れたり、科目を学ぶことができる仕組みが必要ではないでし
ょうか。その中で、本当に特色ある科目が学べる場を各地域の
強みとして設置しておけばよいと感じます。２００間口減と
か４００間口減とかの実態を見てしまいますと、今のままの
枠組で考えることに限界があると思いました。 
 

 
○ 高等学校遠隔授業配信センターT-base は、 

・子どもたちがどの地域においても自らの可能性を
最大限伸ばしていくことができる多様で質の高い
教育を提供するため、大学進学等の希望に対応し
た教科・科目を配信し、教育内容の充実を図ること 

・小規模校が魅力化に取り組むことで、子どもたちが
地元で育ち、地域に愛着と誇りをもってふるさと
の発展に貢献していく意欲を育むこと 

 を目的としています。 
  また、T-baseと地域連携校及び離島の高校を相互

に結び、 
･ 複数の高校へ授業を同時配信し、他校の生徒とと

もに学ぶ合同授業の実施 
･ 大学進学など、同じ目標を持った他校の仲間と切磋

さ

琢
たく

磨した学び 
･ 夏季・冬季・春季休業中の進学講習の受講 
･ 全国の最新情報を踏まえた進路指導の支援 

  を行うなど、教育環境の充実に努めています。 
 
○ 配信教科・科目の拡大や進路指導体制の充実など、

T-baseの配信機能強化を進めるとともに、生徒が多
様な意見や考えに触れながら協働的な活動を行うこ
とができるよう、教科の特性等を踏まえ、複数校に対
して同時に授業配信を行うなど、他校生徒と切磋

さ

琢
たく

磨
できる環境の整備に努めます。 

 

 
④ 個別のニーズに対応できる小規模校の在り方として、遠隔

授業の充実や志望する進学や就職に対応できる環境づくりは
継続してください。 
 

 
⑤ 各高等学校の特色化・魅力化、学校と地域の連携・協働の在

り方、単位制や総合学科などの多様なタイプの高校づくりに
関して「一つの学校だけで全てを果たそうとしない」ための遠
隔授業の活用や学校間連携の意義は大きいと考えます。 

 
 
 

 



 

 
 

 ■ 高校配置計画の策定 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【基本的な考え方】 
① 都市部においての大胆な再編統合をすべきと考えます。都

市部には伝統ある高校が多く、再編統合は難しいと思います
が、都市部にこそ、規模の大きい高校をつくるべきと考えま
すので、再編統合を進めるべきだと考えます。 
 

 
○ 高校配置計画は、高校進学希望者数に見合った定

員を確保するとともに、教育水準の維持向上を図る
観点から、中学校卒業者数や生徒の進路動向、学校規
模、学校・学科の配置状況、欠員の状況などを勘案し、
地域の実情などを考慮しながら策定しています。 

 
○ 中学校卒業者数が減少する中、生徒の実態を踏まえ

た教育課程を編成し、活力ある教育活動を展開する
観点から、再編整備などを含めて高校の配置を検討
していますが、本道は広域で、それぞれの地域事情も
異なることから、都市部と郡部の違いや地域ごとの
特性などを十分考慮した特色ある高校づくりに取り
組むとともに、適切な高校配置に努めます。 

 
○ 配置計画の策定に当たっては、人口減少社会への

対応や地域創生の観点から、地域の教育機能を確保
するための方策などを示す「これからの高校づくり
に関する指針」に基づき、地域ごとの特性や実情、高
校に対する地域の期待も十分踏まえるとともに、小
学校の校長や保護者にも参加いただいている地域別
検討協議会において、地域の方々の御意見を伺うほ
か、地元の検討の場などにおいても道教委の考え方
などを説明し、御意見をいただき検討しています。 

 
○ 複数の高校が所在する一定の圏域単位で、関係す

る市町村の参画を得ながら、それぞれの高校が担う
べき役割のほか、高校の特色化や魅力化、多様な学習
ニーズに応える配置の在り方などについて検討し、
地域全体での教育環境の充実を図ります。 

 

 
② 中卒者の増減を見ながらの学級数減や統廃合を検討するこ

とには理解していますが、10 年後 20 年後を見据えた大胆な
変革についてそろそろ検討を加速していくべきと思います。 
 

 
③ 少子化の影響で再編をしなければならないことは理解でき

ますが、進学先を決める際に、子どもたちが高校を「選択」が
できるよう、様々な特色を生かした高校を数多く設置してく
ださい。 
 
 

④ 毎年、1,000 人近く中卒者が減少している状況では、学級減
や統廃合もやむを得ないと実感しました。 

ＩＣＴの活用を進め、学校間連携を進めていくことが重要
だと感じました。 
 
 

⑤ 様々な選択肢があり、子どもが諦めることなく、自分で選べ
る環境にあることが大事だと思います。魅力ある学校づくり
は、どの高校も実現されていると思いますので、そのことを中
学生や小学生の子どもたちにどうやって浸透させるかが重要
だと考えます。 
 

 
【再編等（地域の実情等）】 
⑥ 今後の少子化のため、高校数は減少せざるを得ないと感じ

ますが、数が減っても大規模・中規模・小規模のそれぞれを生
徒の希望で選択できるとよいと考えます。小規模が自分に合
っていて、その地域に根差した学びを行いたい生徒、大規模校
で多くの生徒と学習や部活動に挑戦したい生徒、それぞれの
ニーズに合った高校選びができるとよいと考えます。さらに、
３年の間で希望によって在学する高校も変更できると、成長
に合った環境を自分自身で選択でき、自分の生き方に責任感
を持つことも可能になると考えます。 
 

 
○ 高校配置の検討に当たっては、広域で地域事情も

異なる本道の特性を踏まえ、高校配置が地域に与え
る影響、高校に対する地域の期待や取組などを含め、
地域の実情を十分考慮する必要があると考えていま
す。 

 
○ 急激な人口減少が進む中、地域の教育機能を維持・

向上させることは極めて重要な課題であり、特に郡
部においては、交通機関の状況や、市町村に一つの高
校しか存在しない場合が多いこと、地理的状況等か
ら再編が困難な場合があることなど、都市部と異な
る状況があり、地域ごとの特性や実情を十分に考慮
する必要があると考えています。 

 
○ 通学手段の確保について、生徒の通学状況等を踏

まえ、地域などと連携を図りながら、事業者や関係機
関等に対し、学校の教育活動の実情を踏まえた路線
の開設や増便といった要請を行うなど、通学対策に
取り組んできたところであり、今後とも、地域などと
協議をするとともに、各関係機関に要請をしてまい
りたいと考えています。 

 
○ 今後とも、高校配置計画の策定に当たっては、各年

度の中学校卒業者数の状況も踏まえた上で、都市部
と郡部の違い、学校・学科の特性、生徒の進路動向、

 
⑦ 公立高校の適正配置に伴い、通学圏、交通アクセスの配慮を

お願いします。卒業生の声から、通学時間の乗り継ぎが時間的
に厳しく、待っている時間が増えているとのことです。 

また、部活動を行う場合は、保護者の送迎が必要となると聞
いています。 
 

 
⑧ 少子化ということで、各地域で入学する生徒の確保が難し

く、今後更に生徒の数は減っていくかと思いますが、少人数で
もそこに通いたい生徒がいること、通学などの関係から遠方
へ通うことが難しい生徒などもいると思うので、地域の実情
なども十分踏まえて、計画を策定してください。 
 



 

 
 

 
⑨ 少子化が急速に進行する中、高校の配置計画には、地域の実

情と将来展望を踏まえた柔軟で持続可能なビジョンが必要だ
と考えます。広域分散型の地域では、人口減少と若年層の都市
部流出により、生徒数の確保が難しく、小規模校の存続が課題
となっています。一方で、小規模校は地域にとって教育機関以
上の意味を持ち、地域コミュニティの核として重要な役割を
果たしています。生徒一人ひとりへのきめ細かな指導や、地域
と密接に連携した教育活動は、大規模校では得難い価値があ
ります。 
 また、農業・水産業・林業・その他の産業においても、地域
固有の産業が存在しており、それに対応する職業高校の教育
も大きな意義を持ちます。産業構造の変化を踏まえたカリキ
ュラムの見直しや、地元企業・団体との実践的な連携を強化す
ることで、将来の地元定着や人材育成にもつながります。この
ように、全国一律の配置基準ではなく、地域ごとの特性に応じ
た多様な教育の形を確保することが、今後の定員調整や再編
整備の前提となるべきです。 

 

私立高校の配置状況などを勘案するとともに、地域
の方々の御意見を丁寧に伺いながら検討を進めま
す。 

 
〇 圏域協議は、将来的に大幅な中卒者数の減が見込ま

れるなど学区内で再編統合など配置の在り方に係る
検討が必要な場合に地域の代表者である首長や教育
長等の参画を得て開催すると考えており、協議結果を
高校配置計画に反映していきます。 

 

 
【再編等（小規模校の役割）】 
⑩ 身近に高校があることは、特に保護者は安心します。 

 

 
○ 高校は、生徒や地域の実情などに応じて特色ある

教育活動を行うなど、地域の教育機能を確保する上
で重要であると考えています。 

 
○ 中高一貫教育は、６年間の計画的・継続的な教育活

動を行うことで、異年齢集団の活動を通して社会性
や豊かな人間性を育むことができるなど、特色ある
教育活動を行っています。 

 
○ 広域分散型の本道において、どの地域においても、

生徒の多様な進路希望に対応した教科・科目を配信
し、質の高い教育を提供することを目的として、令和
３年度に高等学校遠隔授業配信センターT-base を
設置しており、令和７年度現在、32 校に配信してい
ます。 

○ 令和５年３月に改定した「これからの高校づくり
に関する指針」において、人口減少社会への対応や地
域創生の観点から、地域連携校などについては、５月
１日現在の第１学年の在籍者数が２年連続で 20 人
未満となった場合であっても、高校の特色化・魅力
化、入学者確保に取り組む集中取組期間を設けて再
編整備を留保することとしたところであり、また、地
域連携校等以外の小規模校の再編整備についても、
地域創生の観点を踏まえ、基準を明確化したところ
です。 

道教委としては、T-base による教育環境の整備
や、市町村教育委員会・地元企業等との連携・協働に
よる特色ある教育活動などを通して、一層魅力のあ
る高校となるよう、きめ細かな支援に努めます。 

 

 
⑪ 地域創生と生徒確保を考えたとき、中高一貫校の推進も選

択肢になってくるのではないかと考えます。設置者が異なる
ため難しいかもしれませんが、教員の相互乗り入れなどによ
るメリットはあるのではないでしょうか。 
T－base など遠隔授業の一層の推進については、北海道に

おける教育の可能性を広げるものだと考えます。 
 

 
⑫ 地方の小規模高校となっても、進路選択が幅広い高校があ

るとよいと考えます。各高校の魅力化も大切ですが、その魅力
化がどのように進学や就職に生かされているかが分かること
も重要だと感じています。 
 

 
⑬ 少子化が進む中で、学校という存在は地域を代表するもの

だと思いますし、地域から学校そのものが無くなれば、地域
経済はもとよりその地域が疲弊してしまいます。学校単体の
問題としてではなく、地域の方たちや有識者と慎重に議論を
進めてください。 
 

 
【私学・高専との関係】 
⑭ 高校の授業料無償化に伴う生徒の動向が気になります。私

立高校がない管内では、これまで以上に他管内への生徒流出
が懸念されます。 
 

 
○ 私立高校は独自の建学精神と教育理念に基づき、

特色ある教育活動を展開し、高校教育の充実に大き
な役割を果たしています。 

公立高校でも引き続き、生徒の学習ニーズに対応
できる高校づくりと、生徒の修学機会の確保や地域
創生の観点に立った教育機能の維持の両面から高校
の在り方を検討していきます。 



 

 
 

 
⑮ 子どもの数の減少により、小・中・高校も通学体制が激変

していくことは理解できます。私立高校、通信制高校等選択
が多様化し、行ける学校から、行きたい学校に進学し、学べ
る環境がとても良いと考えます。 
 

 
○ 今後とも、将来の本道や地域の発展に寄与するこ

とができる人材の育成に向け、地域の方々の御意見
などを十分伺いながら、適切な高校配置に努めます。 

 

 
【学級定員の引き下げ】 
⑯ 中学校における 35 人以下学級の整備が進み始めている中、

高等学校にも導入するなど、学級定員を 35 人又は 30 人に改
定しながら、教員数を維持し、また、学級を維持する方向で検
討を進めてください。 
 

 
○  道立高校では、公立高等学校の適正配置及び教職

員定数の標準等に関する法律等に基づき１学級の生
徒数を 40 人としているところですが、学級編制に係
る国の定数改善が行われていない状況から、本道独
自の少人数学級の導入は、現段階では難しいものと
考えています。 

 
○ これまでも、１学年１学級の道立高校に対しては、

道独自に教職員を追加配置しているほか、国の加配
定数を活用した様々な加配を行っているところです
が、今後も、個に応じた指導の充実や新たな教育課題
に対応するための定数措置の拡充について、国に対
し引き続き定数改善を要望していきます。 

 

 
⑰ 今後の高校の在り方にもつながりますが、小さな地域にお

いて高校を存続させていくためには、多様な生徒を受け入れ
るための環境整備が必要不可欠であると思います。また、１間
口の定員を 40 人ではなく 20 人や 30 人にしていくことも検
討してください。 

 

 
【定時制等】 
⑱ 大規模校に行くのをためらっている一定数の生徒が通信制

課程や小規模校を選んでいるという現状から、小規模校の存
在意義はあると考えます。地域から愛され必要とされている
学校の存続には、地域の声も反映してください。 

 

 
○ 定時制課程の在籍者には、これまでの勤労青年だ

けでなく、全日制課程の中途退学者や不登校経験が
ある生徒、外国籍の生徒など様々な入学動機を持つ
生徒がいます。 

 
○ 今後とも、生徒一人一人に寄り添った指導・支援を

行い、生徒の状況に応じて、学校生活への不安を取り
除き、再び学びに向き合えるよう取組を進めるとと
もに、多様な学習ニーズに応じてより一層きめ細か
く対応していくことができるよう努めます。 

 

■ 職業学科の充実 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【職業学科の配置の在り方】 
① 職業高校の社会的役割を明確にし、アップデートした教育

活動を充実させる必要があると思います。 
 

 
○ 職業学科においては、専門分野の基礎的・基本的

な知識・技能をはじめ、より実践的な技術を習得さ
せるとともに、大学や研究機関、地元企業などと連
携し、商品開発やものづくりに取り組むなど、実践
的な教育活動を通して本道の産業を支える人材を育
成しています。 

 
○ 今後とも、生徒の多様な学習ニーズに対応すると

ともに、地域の御意見も伺いながら、地域産業との
関わりなど、地域の特性を生かした魅力ある高校づ
くりを進め、本道の持続的な発展に寄与する人材の
育成に努めます。 

 
② 職業学科の定員を減少することを、地元産業への影響を考

慮しながら検討をお願いします。 
 

 
③ 職業高校には地域の即戦力となる人材を輩出してきた経過

があります。生徒数減だけでなく、人材確保の視点からも慎重
な検討をお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

■ 高校配置計画の策定  □ 学区ごとの状況 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【空知南】 
① 将来を見据えた南空知の適正配置（通学圏・地域性の配慮）、

地域との対話、段階的統合、魅力ある統合校づくり、志願動向
を踏まえた柔軟な調整、学校間格差の是正、地域とつながる学
び、ICT 活用、少人数指導の強み、地域産業との連携、専門性
の高度化、キャリア教育等が必要ではないかと考えます。 

 
 

 
○ 今後とも、高校に対する期待や要望を伺いながら、

多様で柔軟な教育課程を編成し、生徒の学習ニーズ
に対応できる魅力ある高校づくりに努めます。 

 
○ 通学区域や通学可能圏域などの一定の圏域単位

で、将来的に圏域内の高校が担うべき役割や高校の
魅力化、多様な学習ニーズに応える高校配置の在り
方等について協議を行い、圏域における高校の教育 
機能の維持向上を図ります。 

 
 
【空知北】 
② 小規模校が存続できるような空知北学区全体での定員調

整を考えていかなければ、今後の少子化の動向を見ると募集
停止となる学校が次々に出てくると思います。 

 
 
 
 

 
○ 広域分散型の本道においては、少子化に伴う中学

校卒業者数の減少により、高校の小規模化の加速が
避けられない状況にあることから、地域の皆様と一
体となって子どもたちを育む取組を推進し、地域の
教育機能の維持向上を図ることが重要と考えており
ます。 

 
引き続き、地域の皆様の御意見を伺いながら、地域

の子どもたちの進学先が失われることのないよう、
適切な高校配置に努めます。 

 
 
【石狩】 
③ 高校の授業料が所得制限なく無償化になる見通しとなって

いるなど、高校を取り巻く情勢が変わっていくものと想定で
きます。カリキュラムや部活動など、私立高校の魅力を感じ進
学を希望する中学生が増加することも考えられます。 

そのため、配置計画について、諸条件を勘案し、推移を注視
しつつ、取り進めていただきたいと考えます。 

 

 
○ 高校配置計画の策定に当たり、高校の授業料無償

化が実施された場合には、生徒の進路動向に一定の
変化が見込まれ、生徒の進路選択幅を確保する観点
から、通学区域ごとに高校進学希望者数に見合った
定員を確保することを基本に、中学校卒業者数の状
況や生徒の進路動向などを勘案しながら検討してお
り、今後も、高校が地域で果たしている役割など、そ
れぞれの地域ごとの実情等を十分考慮するととも
に、地域の方々の御意見を伺いながら、適切な高校配
置となるよう努めます。 

 
 
【後志】 
④ 地域と連携した蘭越高校や北照高校の取組はすばらしいと

思いました。また、遠隔授業などによって小さな学校でも子ど
もたちそれぞれの進路希望に応えられるようにしていただき
たいです。そうすることで地元に残る子どもも一定数確保で
きると考えています。 
 

 
○ 地域創生における高校の役割なども踏まえ、地域

連携校のほか農業、水産、看護、福祉に関する学科を
置く高校については、在籍者が 20 人未満となった場
合であっても一定の期間、再編整備を留保し、道教委
が地域と一体となって特色化や魅力化に取り組み入
学者確保を図ることとしており、小規模校において
も教育環境の充実を図り、地域とつながる活力と魅
力のある高校づくりを進めます。 

 
 
【胆振西】 
⑤ まずは地元に残ってほしいという願いから地元地域に魅力

のある会社（職業）を紹介し、多くの生徒が色々な事を体験で
きるような環境ができればと考えます。 

ただ、小・中学校の児童生徒の段階で多くを体験し、高校で
更なる体験ができることが望ましいとも考えます。工業高校
等の総合学科も面白いと考えます。 
 

 
○ 今後とも、高校に対する期待や要望を伺いながら、

多様で柔軟な教育課程を編成し、生徒の学習ニーズ
に対応できる魅力ある高校づくりに努めるととも
に、地域を支える職業人の育成に向けて、産業界と高
等学校が一体となった社会に開かれた教育課程の推
進に向けて取り組みます。  

 



 

 
 

 
【胆振東】 
⑥ これからの高校は、今後、ますます柔軟な教育課程の編成や

特色ある教育活動を発揮して、存在感を示していく必要があ
ると思います。それが良い意味での切磋琢

さ た く
磨につながり、子ど

もたちにとって良い教育効果が生まれることを期待します。 
 
 
 
 

 
○ 各高等学校における教育活動の特色・魅力を明確

にするためにスクール・ミッションを策定しており、
存在意義や教育理念、育成すべき人物像や期待され
る社会的役割を踏まえて特色・魅力ある教育を目指
します。  

注： 道内公立高等学校のスクール・ミッションは次の
URL を参照してください。 
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/
76777.html 

 
 
【日高】 
⑦ 日高地区では、都市部と違い、既に進路選択ができる状況で

はなくなっていることから、各教科がきちんと学べ、進学もで
きる基本的な学校を存続させることが次の世代に必要なこと
だと考えます。 
 
 

 

 
○ 本道は広域で、多様な地域から形成され、それぞれ

の地域事情も大きく異なっており、都市部と郡部の
高校では、学校・学科の配置状況、通学事情、地域と
の関わりなどの面で相違があると認識しています。 

 
○ 日高学区に限らず、郡部では、自治体に一つの  

高校しか存在しない場合が多いこと、地理的状況等
から再編が困難である場合があることなど、都市部
と異なる状況があり、また、人口減少が及ぼす影響度
合いも異なることから、これら都市部と郡部の相違
など、地域の実情を十分考慮しながら、適切な高校  
配置に努めてまいります。 

 
 
【渡島】 
⑧ 急速に少子化は進んでいくが、それぞれの地域に根差した

学校が、地域と連携し、地域の特色を生かした多様な教育活
動を展開することによって、中学生の多様な進路希望に応え
ることができますし、高校があることで生徒が地元にとどま
れる、地域への愛着をより強く持つことができる、地域に活
気が生まれるなどの効果も期待できます。 

今後、公私の垣根を超えて、未来の子どもたちに多様な教
育を提供していくための配置計画を望みます。 
 

 
○ 地域と学校の連携・協働をより一層推進するため、

コミュニティ・スクールの導入や市町村、小・中学校、
地元企業、大学等の専門機関で構成するコンソーシ
アムの整備、地域住民や学校との連絡調整を行う地
域コーディネーターの配置の推進や学校において地
域連携を担当する教職員の明確化など、社会に開か
れた教育課程の実現に向け、学校や地域の実情に応
じた推進体制の構築に努めます。 

 

 
【檜山】 
⑨ 少子化は加速しますが、地元に高校をつくりたいと過去に

地域の方が一生懸命努力し、上ノ国高校ができたことを覚え
ております。それから町は活気づきました。人数は減少してい
ますが、高校がなくなったら町の活気もなくなるので、存続を
お願いします。 
 

 
○ 上ノ国高校は町内唯一の高校であり、地域の中で

果たしてきた役割も大きいことから、子どもたちの
進学先が失われることのないよう、適切な高校配置
に努めます。 

 
なお、他の高校への通学が困難な地域があり、地元

からの進学率が高い第１学年１学級の高校を、地域
連携校として、在籍者数が２年連続で 20 人未満とな
った場合でも、特色化・魅力化、入学者確保に取り組
む集中取組期間を設けて再編整備を留保して、存続
を図ることとしています。 

 
 
【上川南】 
⑩ 旭川工業高校は、R7 の入試倍率を見ても、6 学科平均で

1.3 倍弱と高い人気があり、学級減となることで入学者の教
育機会の喪失につながることが懸念されます。また、地域企
業の人手不足は深刻であり、工業高校の卒業生は専門的な技
術を持っていることから、即戦力として、地域企業に多数就
職いただいています。学級減の影響は、地域にとって非常に
大きな影響となります。このことから、旭川工業高校の学級
減について、再検討をお願いします。 
 

 
○ 上川南学区については、令和 10 年度に大幅に中学

校卒業者数が減少することから、学校・学科の配置状
況やこれまでの定員調整の経過などを考慮して、配
置計画案において、旭川工業高校の学級減をお示し
した上で、地域の皆様から御意見を伺いました。 

 
○ 旭川工業高校の学級減については、地域企業等を

支える専門技術者の育成に向けた学科構成の在り方
などの検討をさらに深めるため、令和８年度に決定
します。 

 



 

 
 

 
【上川北】 
⑪ 旧上川第 5 学区の中で生徒を奪い合うのではなく、学力や

部活動など多様な中学卒業者に対応する進学先を確保する必
要があります。普通科ならではの大学等への進学の仕方、職業
学科からの進学や就職の仕方など、それぞれの得意分野があ
るものと思います。旧上川第 5 学区の地域振興を図る上でも
１か所にまとめる方法だけではなく、過去の歴史から分校方
式等も視野に入れながら検討する必要があると考えます。 
 

 
○ 今後とも、高校に対する期待や要望を伺いながら、

多様で柔軟な教育課程を編成し、生徒の学習ニーズ
に対応できる魅力ある高校づくりに努めます。 

 
○ また、生徒の興味・関心や地域の実情を踏まえた学 

校設定教科・科目の開設やコンソーシアムの構築な
ど、普通科の特色化・魅力化に取り組みます。 

 
○ 地域を支える職業人の育成に向けて、産業界と高

等学校が一体となった社会に開かれた教育課程の推
進に向けて取り組みます。 

 
 
【留萌】 
⑫ 小規模校でも地域の特色を生かした多様な学びが保障され

るよう、学校間連携や ICT 活用、地域人材の協力、また、遠
隔授業や交流機会の充実、進路・キャリア教育の拡充、地域産
業との連携を強化していくとよいと思います。 

定員調整や再編は、地域や保護者の声を反映し、柔軟に進め
ていただくようお願いします。 

不登校生徒や多様なニーズへの支援体制、小中高連携も重
視が必要と考えます。 

 

 
○ 高等学校において、生徒一人一人がその可能性や

能力を最大限に伸ばしていくためには、互いに学び
合い、切磋琢

さ た く
磨できる環境が大切であり、小規模化が

進んだ場合は、再編整備について検討することが必
要と考えております。 

 
○ 一方、地域創生における高校の役割なども踏まえ、

一律に再編整備を進めるのではなく、地域連携校の
ほか農業、水産、看護、福祉に関する学科を置く高校
については、在籍者が 20 人未満となった場合であっ
ても一定の期間、再編整備を留保し、道教委が地域と
一体となって特色化や魅力化に取り組み入学者確保
を図ることとしており、小規模校においても教育環
境の充実を図り、地域とつながる活力と魅力のある
高校づくりを進める考えです。 

 
 
【宗谷】 
⑬ 学校と地域というキーワードも出てきていましたが、まさ

にそのとおりだと思っています。 
先日、高校から学校運営協議会設置の説明がありました。コ

ミュニティ・スクールは地域と学校をつなぐ組織であり、学校
の現状や課題を共有できる場でもあります。ぜひ、実効性のあ
る組織づくりを期待しています。 
 

 
○ 地域と学校の連携・協働をより一層推進するため、

コミュニティ・スクールの導入や市町村、小・中学校、
地元企業、大学等の専門機関で構成するコンソーシ
アムの整備、地域住民や学校との連絡調整を行う地
域コーディネーターの配置の推進や学校において地
域連携を担当する教職員の明確化など、社会に開か
れた教育課程の実現に向け、学校や地域の実情に応
じた推進体制の構築に努めます。 

 
 
【オホーツク中】 
⑭ 地域と連携協働し高校の魅力化を図ることが重要と理解し

ました。学校規模が小さくなると、教職員数が減り生徒の多
様なニーズに応えられなくなることから、間口が減っても、
教職員数を減らさない工夫などして地域のニーズに応えられ
る高校が必要と考えます。 
 

 
○ 中卒者数の減少が引き続く中、活力ある教育活動

を展開していく観点から、再編整備はやむを得ない
面もありますが、一律の学校規模の維持を目指すも
のではなく、地域の実情や生徒の進路動向、全道的な
学科の設置状況などを総合的に考慮しながら、高校
の在り方を検討していきます。 

 
○ 教職員を現行の基準以上に配置するためには、国

の定数改善が必要と考えていることから、多様な教
育を展開するための定数措置の拡充について、今後
とも、国に対して要望していきます。 

 
 
【オホーツク東】 
⑮ 地域探究科や学際探究科など子どもたちが自ら学びたい意

欲をより引き出せる魅力的な学科が必要と感じます。 
 

 
○ 国において普通教育を主とする学科として、従前

の普通科以外に「学際領域に関する学科」「地域社会
に関する学科」及び「その他特色・魅力ある学びに重
点的に取り組む学科」の設置が可能とされており、本
道においても、普通科新学科の設置を進め、地域の特
性や生徒の実態を踏まえた特色化・魅力化に取り組
みます。 



 

 
 

 
【オホーツク西】 
⑯ 小規模校においては、地域の人材、産業を核とした「総合的

な探究の時間」をメインとした特色化、魅力化がほとんどで
す。子どもたちはどのような学校に魅力を感じるのか調査を
し、その結果を基に学校づくりを検討してはどうでしょうか。
地域の高校を選ばない理由としては、部活動や人間関係の改
善などが挙げられると考えます。部活動であれば、ある程度の
生徒数が必要です。教育委員会、ＰＴＡ、学校より子どもたち
の意見を基にした高校づくりが大切であると考えます。 

 

 
○ 配置計画の策定に当たっては、引き続き通学区域

ごとに「地域別検討協議会」を開催し、高校の魅力化
についても協議するなど幅広く丁寧に意見を伺い 
ます。 

 
○ また、子どもの意見の反映について、再編整備な

ど、高校配置計画の策定プロセスにおいて、アンケー
トを実施するなど、検討していきます。  

 

 
【十勝】 
⑰ 高校の学級数が減少することで、地元の高校に進学できず、

近隣市町村に所在する高校に進学することになり、その結果、
生徒や保護者の負担が増加することにつながるものと、強く
懸念しています。 
 

 
○ 配置計画は、高校進学希望者数に見合った定員を

確保することを基本に策定しており、十勝学区にお
いては、令和９年度（2027 年度）から 10 年度（2028
年度）にかけて、帯広市及びその周辺町で、中学校卒
業者数の減少が見込まれることや、私立高校の配置
状況等を勘案して、２学級の定員調整が必要と判断
しました。 

 
○ また、清水高校については、進路動向調査の結果、

清水町及び周辺市町村からの次年度の進学者増加が
見込まれたことなどを考慮し、普通科を１学級増と
し、３学級で募集することとしました。 

 
 

【釧路】 
⑱ 再編整備や学級減は、ある程度中卒者数によって進められ

ることは、当然のことと思います。 
その中で、子どもの将来の選択肢が保たれる高校の在り方

を検討することが必要だと考えます。 
 

 
○  釧路学区については、令和 10 年度（2028 年度）

に釧路市内の中学校卒業者数が大幅に減少すること
から、学区内の中高生等に実施したアンケート結果
や学校・学科の配置状況、これまでの定員調整の経過
などを考慮して、配置計画案において、小規模校化し
ている釧路商業高校と、総合学科で商業系列を有す
る釧路明輝高校を再編し、総合学科の新設校とする
案をお示ししました。 

 
 
【根室】 
⑲ 子どもたちの夢の実現、やりたいこと、なりたい自分が大切

なので、それが選べるように多様な高校があることが大切だ
と考えます。また、経済的なことを考えるとできるだけ近くに
そのような高校があることが必要で、行きたいけど行けない
という生徒をつくってはいけないと考えます。 

  また、次の世代に選ばれる学校は、子どもたちの夢の実現の
ために地域や様々な人とつながり、学びを構築し、自分の夢と
将来をつなげ、進むべき道を模索できる学校なのではないか
と私は考えます。 
 
 
 
 

 

 
○ 生徒の興味・関心や地域の実情を踏まえた学校設 

定教科・科目の開設やコンソーシアムの構築など、特
色化・魅力化に取り組みます。 

 
○ 高校の小規模校化により、大学進学を希望する生 

徒に対応した習熟度別授業の実施や、生徒の興味・関 
心に対応した選択幅の広い教育課程の編成が困難と 
なり、生徒が切磋琢

さ た く
磨する機会が減少する中、どの地 

域においても多様で質の高い高校教育を提供するた 
め、令和３年（2021 年）に高等学校遠隔授業配信セ
ンターT-base を設置し、地域連携校と離島にある高
校に対し、幅広い科目が選択できるよう取り組んで
います。  

また、道立学校間の連携を行うことで、行事や生徒 
会の合同開催に取り組むなど、生徒間の交流に努め 
ています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

 ■ その他 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【地域への説明等】  
① 少子化が進む中で、再編整備や配置計画の見直しなど必要

であると感じますが、地域や学校の事情など考慮すると、進め
方が難しく、より丁寧な対応をしながら推進していくことが
必要であると感じました。 

 

 
○ 高校配置計画の策定に当たっては、通学区域ごと

に計画案の策定前と策定後の２回にわたり、地域別
検討協議会を開催しています。 

 
○ 地域別検討協議会では、地域の様々な立場の方か

ら御意見を伺うことや、保護者や学校関係者に早い
段階から高校の配置について理解いただくことが重
要であると考え、小学校の校長、ＰＴＡや経済団体関
係者にも参加いただいています。 

 
○ 今後とも、地域から要望があった場合などは、地元

主催の説明会にも出席して、より多くの方々から地
域ごとの課題や高校配置計画に関して御意見を伺う
などし、地域の実情等を十分考慮しながら、適切な高
校配置となるよう努めます。 

 

 
② 地元企業や地域住民と連携し、これからの地域に必要な人

材や教育について議論し、地域と学校がどんな役割で高校の
魅力化を実現していくか、などのビジョンを描いていくこと
も必要だと思いました。 

 
【地域別検討協議会】 
③ 第１回の協議会に引き続き終了時刻は守ってほしいです。

できないなら、終了時刻を長めに設定するなど対応をしてく
ださい。参加者としては、予定を組む関係上、時間が延びるの
は厳しいです。 

  

 
○ オンライン会議が普及していることも踏まえ、本

年度についても Zoom を活用した開催としました。 
配付資料は Web ページ上での掲載とし、御意見に

ついては、電子申請システムを活用し、取りまとめま
した。 

 
○ 今後も開催日時や場所の見直しのほか、運営方法

や資料内容などについて、いただいた御意見なども
参考にしながら、地域別検討協議会の工夫・改善に努
めます。 

 
○ また、７月 30 日に発生したカムチャツカ半島沖地

震に伴う津波警報等の影響により、渡島、オホーツク
西、根室学区における地域別検討協議会は、やむを得
ず延期をしました。 

 
④ ７月３０日（水）に発生したカムチャツカ半島の地震による

津波注意報でのオホーツク西学区の地域別検討協議会の延期
は適切であると思います。 
 

 
⑤ 本日の後半で協議されたテーマの方向性が望ましいと考え

ます。ただ、学校間連携は学校間の移動距離の制約がネック
になるかと思いました。 
 

 
【圏域協議】 
⑥ この地域では、15 年後に 15 歳人口が現在の半数になるこ

とが確実視されており、生徒数の大幅な減少は避けられませ
ん。現在のように 4 年ごとの配置計画では、公表のたびに学
級減や統廃合が議題となることから、短期的な計画策定では
なく、長期的な人口動向を踏まえた配置計画が必要と考えま
す。学区全体の「適正な高校数」を早期に設定し、それに基
づいて統廃合を計画的に進めることで、各校の機能と教育の
質を安定的に維持していくべきと考えます。 
 

 
〇 道教委としては、これまでの再編整備による学校

規模の確保に加え、一定の圏内における複数の高校
で各機能や役割を分担し生徒の多様なニーズに対応
する高校配置を検討する必要があると考え、令和５
年（2023 年）３月に改定した「これからの高校づく
りに関する指針」において、通学可能圏域等を構成
する市町村とともに地域の高校の在り方を検討する
仕組みを作ることが必要と考え、圏域協議の仕組み
を新たに示しました。 

 
〇 圏域協議は、将来的に大幅な中卒者数の減が見込

まれるなど学区内で再編統合など配置の在り方に係
る検討が必要な場合に地域の代表者である首長や教
育長等の参画を得て開催すると考えており、協議結
果を高校配置計画に反映していきます。 

 

 
⑦ 地元から高校がなくなることは生徒にとって大きな影響

があるばかりか、市町にとっても大きな影響があります。そ
のため、各市町が地元高校への様々な支援を行っている状況
も見られます。しかし、令和 16 年（2034 年）、更にはそれ
以降となると、今のように市町の支援があっても存続そのも
のが危ういのではないかと考えます。各市町の生徒数の推移
なども踏まえ、各市町で地元高校の存続について考えられて
いることを管内全体で行う必要があるのではないでしょう
か。少ない生徒を近隣の高校で取り合っている状況に加え、
将来を見据えた高校の在り方を考えることが必要ではない
でしょうか。 
 


